
研究成果（概要） 

 学力向上のための基盤づくりとして、家庭学習の充実を図ることを目的に効果的な実施方法の研

究と検証を行った。これまでの全員に一律に同じ課題を課す宿題から、実践校で試行した週単位で

学習計画を立案し、実践する家庭学習へと取り組み方を転換したことは、一定の効果を確認するこ

とができた。実践化に際して行った家庭学習の内容の整理、デジタルツールの活用、児童による対

話活動が効果につながったと考えている。 

１．研究課題と調査・取組内容 

（１）具体的な研究課題 

児童が自分事として家庭学習を捉え、主体者として取り組むことができる効果的な家庭

学習の在り方、内容、方法を「個別最適な学び」の視点から明らかにする。 

【家庭学習に係る現状】 

〇 児童は「させられる」課題として、家庭学習の意義や効果を実感できていない児童が多

く、家庭学習の取組状況に差が見られる。また、課題が出されなければ学習しない、どう

してよいか分からないという児童が一定数みられる。 

〇 教師は、一律に同じ課題を出したり、「宿題をすること」を求めたりするなど、「宿題」

を慣行として続けている傾向がある。家庭学習の効果について検討したり、学習指導と関

連づけて位置づけたりすることは少ない。 

【課題解決の方向性】 

〇 家庭学習の意義や必要性を、児童、教師、保護者の視点からとらえ直すための取組につ

いて検討・実施し、効果検証を行う。 

〇 学習者の視点から、「自己選択・自己決定」を取り入れた家庭学習の在り方、内容、方

法を検討実施し、効果検証を行う。 

（２）研究課題に基づいて実施した調査・取組内容

① 学習の自分事化を進めるための家庭学習の内容の整理

まず、一律一斉の宿題から、個に応じ、一人一人がコントロールすることができる家庭学

習へと教職員の捉え方の転換を図るため、教職員の家庭学習に対する理解の整理を行った。 

学習内容を大きく日

常の学習指導と連動し

た「授業課題」、児童

一人一人の学習状況に

応じた「個別課題」、

個々の関心に基づいた

「探究課題」に分類す

ることで、ドリルや漢

字練習を作業的に行う

宿題との違いを明確に
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した。 

さらに、この考え方に基づき、子ども自身が家庭学習を“与えられるもの”、“こなすも

の”としてとらえることなく、家庭学習の意義をとらえることができるようにするために、

「家庭学習のお弁当システム」として児童と共有し、家庭学習のとらえ直しを行った。 

〈意義を意識する工夫〉 

家庭学習の「はたらき」と

して、学習内容を分類するこ

とで、効果を意識して、計画

を立てることができるように

する。 

〈自己決定による自分事化〉 

サイズと中身の２つの視点

で、子どもが自ら考え、選択

・決定することができるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 蓄積・共有の機能を生かしたデジタルツールの活用 

学習計画の立案、記録に関しては、５年生において Googleスプレッドシート、３年生では

ロイロノートを活用して学習計画・記録を行った。 

５年生が活用した Googleスプレッドシートでは、自身のふり返りとともに、教師からの個

別の働きかけが行いやすくなることから、家庭学習への具体的なサポートともに、教師と児

童との関係づくりにおいても有効なツールとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１週間ごとに、週の時間割を参考にしながら自分の家庭学習計画を立案している。毎日の

家庭学習後、今日のふり返りの欄に学習についてのふり返りを記入している。教師は、計画

の内容から家庭学習の状況を把握するとともに、教師からのコメントとして、取組を賞賛し

たり、助言を加えたりしている。 

 

３年生はロイロノートを活用し、週

ごとの目標と、具体的な学習内容を一

目で見渡すことができるようにした。

学習内容については、子ども自身が選

択するものと、教師が提示するものと

に分けて位置づけることで、児童の発

達の段階に応じて、段階的に自分の学

習をコントロールする力を育成するこ

とも意図した。 

 

 

③ 対話を通して家庭学習について考える 

これまでに述べた取組の基盤として、家庭学習の意義について子ども自身が考えることが

できる場を設定した。５年生を対象に、対話を通して家庭学習の意義について考えることか

ら、どのような家庭学習にしていきたいかという当事者意識を高めることへつなげた。 

これまで与えられるもの、しな

ければならないものとして受動的

に取り組んできた子どもたちが、

自ら問いを立てて対話すること

で、自分にとっての家庭学習の意

味や価値、自分が家庭学習にどう

取り組みたいかという構えを見つ

め直すことができた。 

 

 

 

 



２．効果検証内容・結果 

（１）効果検証のための指標 

No. 検証のための指標 実施主体 具体的な検証内容 

１ 
児童、教師へのアンケート

調査の結果 

福津市教育委員会 

（実践校） 

家庭学習を中心とした学習への取り組

み方に関する自己認識 

２ 
標準学力テスト 

（東京書籍株式会社） 

福津市教育委員会 

（実践校） 

資質・能力のうち、特に「知識・技能」お

よび「思考力・判断力・表現力」の状況

を検証する。 

３ 
総合質問紙調査 

（東京書籍株式会社） 

福津市教育委員会 

（実践校） 

資質・能力のうち、特に「学びに向かう

力・人間性等」の状況を検証する。 

 

（２）指標に関するデータの取得方法（時期、回数等） 

 検証のための指標 データ取得の時期、回数等 

１ 児童、教師アンケート結果 令和４年９月 令和５年１月 

２  
東京書籍株式会社の学力

調査の正答率 

令和５年１月 取組実施校及び比較対象校の児童に対して

学力検査を実施する。 

３ 

東京書籍株式会社の総合

質問紙調査の結果 

また、２の学力調査と相関

分析を行う。 

令和５年１月 取組実施校及び比較対象校の児童に対して

調査を実施する。 

 

３．考察（指標に関するデータの分析結果、本調査研究における取組の有効性等） 

① 児童へのアンケート調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対児童調査（アンケート） 

〇 「家庭学習への取組」について、取り組んでいると回答した児童が３年生、５年生ともに増加

している。特に、積極的に取り組んでいると回答している児童の割合が増えて（３年生で７割、

５年生で８割）おり、家庭学習の習慣化が進んだと言える。 

〇 「家庭学習への取り組み方」について、３年生５年生ともに「自分から」取り組み児童が増加

し、６割の児童が自分から家庭学習に取り組んでいると回答している。 

〇 「家庭学習の有用さ」について、３年生５年生ともに有用さを感じる児童の割合が増加してい

る。 

〇 下図は、「家庭学習が役に立つと思うのはどんなときか」という問いに対する記述をテキスト

マイニングしたものである。「わかる」「で

きる」「解ける」などの言葉に表れているよ

うに、授業や授業に関連したテストなどで、

家庭学習で取り組んだことが身についたこ

とを実感することができている。これは、授

業やテストなどと関連付けて家庭学習を計

画し、実践してきたことによる効果と考えら

れる。 

 

 

教師のアンケート調査 

 左のグラフは、教師が家庭学習の内

容として位置づけているものである。 

 「自学」についての位置づけは変わ

らないが、一律にドリルや漢字練習を

課すことが少なくなっている。 

 特に大きく変化したのは、授業と連

動させた家庭学習を意図的に位置づけ

るようになったことである。授業の予

習や復習を、教師から指定することで、

家庭学習と学校の授業との関係性を意

識できるようにしている。そのことが、

児童が自ら自分の学習の状況に応じて、

予習や復習を自ら選択して実施しよう

とすることにつながっている。 

 



② 標準学力テスト及び総合質問紙調査（東京書籍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率と学習習慣を視点に、児童の学習状況を整理すると、家庭学習の取組状況と一定の

相関が見られた。このことから、日常的な家庭学習の取組状況を、学習指導の評価と連動さ

せることが、家庭学習と学習指導（授業）の効果を相互作用的に高めることにつながると期

待できる。 

 

４．成果と課題 

 〇 一律一斉に課してきた家庭学習の内容を、児童の視点から整理し直したことで、家庭学習の意

義を教師自身がとらえ直し、これまで漫然と継続してきた「宿題」の在り方を見直すことにつな

がった。 

〇 児童が自ら内容や量を選択し、当事者意識を持って家庭学習に取り組むことができるための仕

組みとして「家庭学習のお弁当システム」を作成した。 

   「お弁当システム」の運用により、児童が自分にあった内容や量を選択することが習慣化して

きた。それによって、家庭学習に対する当事者意識、有用感が高まるとともに、児童の創意工夫

が生かされた多様な学習が見られるようになってきた。 

 〇 Googleスプレッドシート、ロイロノートなどを活用し、クラウド上で、児童による家庭学習の

計画とふり返り、教師による指導や支援を行うことで、より個に応じた柔軟な家庭学習の運用を

図ることができた。 

 

□ まだ、家庭学習は家庭学習、授業は授業と別のものとしてとらえ、家庭学習は「繰り返しの補

充学習」という認識を拭いきれないところがある。家庭学習の一連の学習としてとらえ直し、学

校での学習指導（授業）と家庭学習とのつながりを一層明確にすることで、児童の視点から学習

指導（授業）をとらえなおし、「授業観」の転換を図っていく。特に、アサインメントとして、

教師が時宜や子どもの実態に応じて課題を提示することについて、十分に実践化できていないの

で、さらに実践かを図っていく。 

□ 家庭学習の考え方と取り組み方を、すべての学級の一貫性と統一性を持って実践化していくこ

とが必要である。そのためには、「お弁当システム」を基盤としながら、その運用方法として、

デジタルツールの活用を含め、家庭学習における「学ぶ力」の高まりを整理し、個に応じた柔軟

な教師の関わり方について、共通理解し、共同実践化していく。 



□ 家庭学習と学校での授業とをシームレスにつないでいく上で、クラウドの活用は不可欠である。

デジタルツールの日常的な活用をさらに積極的に進め、運用の効率化を図り、効果を高めていく

必要がある。児童並びに教師のデジタルツール活用のリテラシーを高めていくとともに、過剰な

運用上の制限を取り払い、活用の幅を広げることも、学力向上の基盤づくりにつながるものと考

える。 

 

５．今年度の研究経過 

月 内容 

５月 福津市学力向上推進協議会の設置 第１回意見交流会の実施 

学力向上のための基盤づくり調査研究第１回連絡協議会 

６月 第２回意見交流会の実施  

８月 アンケート調査 

９月 文部科学省実地調査 

１０月 第３回意見交流会の実施 

１２月 第４回意見交流会の実施 

１月 取組実践校における新たな児童主体の家庭学習に関するアンケート調査 

学力調査、総合質問紙調査実施 

２月 アンケート調査分析 

学力向上のための基盤づくり調査研究事業成果報告会 

 

６．研究関係者 

（１）学力向上推進協議会構成メンバー 

所属 氏名 

福津市教育委員会 山根 和宏 

福津市立津屋崎小学校 木庭 竜之助 

福津市立津屋崎小学校 田代 直美 

津屋崎ブランチ LLP 山口  覚 

津屋崎中学校区 西田 明日香 

（２）その他関係者 

所属 氏名 

福津市立福間小学校 有馬 昌一郎 

福津市立福間南小学校 原尻 敏広 

福津市立津屋崎小学校 川口 佐恵子 

福津市立津屋崎小学校 田中 喬之 

福津市立津屋崎中学校区 西田 明日香 

福津市立津屋崎小学校 秦  和彦 

福津市立津屋崎小学校 田川 るみ 

 


